
青谷町総合支所　「鳥取市新市域振興ビジョン」推進計画　進捗チェック状況

短期 中期 長期

～２９年度 ～３１年度 ～３５年度 実施内容
予算額
（千円）

決算額
（千円）

目標
達成度

事業の
方向性 実施内容

予算額
（千円）

決算額
（千円）

目標
達成度

事業の
方向性 実施内容

予算額
（千円）

決算額
（予定）
（千円）

目標
達成度

事業の
方向性 実施内容

予算額
（千円）

決算額
（千円）

目標
達成度

事業の
方向性

○青谷憩いの場整備等 ○青谷憩いの場整備等 35,900 24,471 達成 継続 10,300 5,999 達成 継続

○ＪＲ駅前広場周辺整
備等

○ＪＲ駅前広場周辺整
備等

○企業誘致 ○企業誘致 ○企業誘致 立地可能な用地の把握

西部地域三町で候補地をピック
アップし、工業団地造成におけ
る諸課題に対する関係課の意
見聴取を行いながら、候補地を
検討している。企業立地・支援
課と連携し、企業誘致に努めて
いる。

誘致に向けて検討していく。 継続

地域活性化イベントの
再構築

○鳥取市西いなば地域
振興グランドデザインと
の連携
○地域活性化イベント
の再考・定着

○地域活性化イベント
の再考・定着

○青谷町外からの集客
を目指すイベントの定着

現状把握・見直し検討、関
係機関等との協議

3,701 3,695 達成 継続

各種イベントを大幅に見直
し、地域資源、賑わいの創
出を主題とした取り組みへ
の方向転換を推進した。

3,701 3,677 達成 継続

和紙産地強化事業
・ 「 因 州 和 紙 フ ォ ー ラ ム 」 を
10/15にとりぎん文化会館で開
催し、因州和紙の価値を再認
識しながら、その進むべき方向
などの意見発表等を実施した。
・「因州和紙フェスタ＆ひおき収
穫祭」を11/20に和紙の里青谷
町日置地区で開催し、和紙産
地の活性化を図った。
・手すき和紙保存事業として、
伝統技術の保存、継承に向け
た取り組みを行った。

青谷ようこそ市場「あおいち」事
業
6月～11月まで毎月１回計6回
実施、バザーやイベントを実施
した。まちなか周遊も大学生の
企画として取り入れるなど、新
たな展開を図った。

3,016 3,016 達成 継続

伝統産業である因州和紙の産
地強化とまちなかの賑わいを
目的とした定期開催イベントに
取り組んだ。

・因州和紙フェスタ＆ひおき収
穫祭（11/19）、手すき和紙伝統
技術の保存、継承事業ほか
・青谷ようこそ市場（通称：「あお
いち」 ）開催 6 回（ 6/4、 7/2、
8/11、9/3、10/1、12,15）
事業場所：青谷町駅前 通称：
青谷賑わい広場（青谷ようこそ
館前）及び夏泊漁港

3,016 3,016 達成 継続

地域コミュニティの充
実

　【協働のまちづくりの
推進】

○各地区のまちづくり
リーダーの発掘
○各地区のまちづくり
リーダーの育成
○各地区公民館周辺整
備検討

○各地区のまちづくり
リーダーの育成
○各地区公民館周辺整
備検討

○まちづくりリーダーの
発掘・育成
○まちづくり団体の育成

ま ち づ く り リ ー ダー の発
掘、新たな若者団体の育
成に繋げるため、地域振
興 特 定 予 算 の 見 直 し を
行った。

達成 継続

元気塾13団体、個人10名が開
催された8回の講座にそれぞれ
参加した。また、井手ケ浜で交
流講座サンセットコンサートを
開催するなどの動きが出てい
る。このような状況のさらなる浸
透を図り、新たなまちづくりリー
ダーの発掘に繋げていく。

　 　 達成 継続

元気塾の各講座に団体・個人
の参加呼びかけを行い、各団
体・個人からそれぞれ参加が
あった。
各地区のまちづくりリーダーの
新たな発掘までは至らなかっ
た。

　 　
一部達

成
継続

①「卓球のまち青谷」
の復活
②国際交流事業の継
続・拡大
③保育所、小中高と
の連携強化

【教育の充実・郷土愛
の醸成】
【スポーツ・レクリエー
ションの振興】

○青谷高等学校活性化
に向けた組織立ち上げ
○「卓球のまち青谷」復
活に向けて町民の意識
改革・卓球教室・卓球大
会の開催
○各種イベント等への
参画
○留学生の受け入れ
○人材育成（通訳等）
○ 郷 土 愛 を 育 む 事 業
（青谷再発見、子どもガ
イド養成）
○国際交流イベントの
推進

○ 郷 土 愛 を 育 む 事 業
（青谷再発見、子どもガ
イド養成）

○郷土愛を育む事業
・青谷高等学校の青谷

学への事業協力
・小・中・高校生のイベ

ント等への参画

12月、青谷高等学校存続
に向けた組織「青谷高等
学校のあり方を考える協
議会」を立ち上げた。

市及び青谷高等学校の共
催事業である「日中韓高校
生国際シンポジウム」を開
催し、国際交流の意識を
高めた。

    677     409 達成 継続

「卓球のまち青谷復活」に
向け、8月に高校卓球部員
による卓球教室を開催し
た。

近府県の中学校の参加に
よる「第１回青谷オープン
卓球大会」 を開催し、地
域、高校一体となって取り
組んだ。

市及び青谷高等学校の共
催事業である「日中韓高校
生国際シンポジウム」を開
催し、国際交流の意識を
高めた。

青谷高校生と地域の繋が
りを強めるため、各種イベ
ント等への参画を行った。

500

864

500

692

達成 継続

青谷高等学校の平成28年度の
入学者が激減したことを受け、
コーディネーターの設置に向け
た視察等を行った。

2回目となる、高校卓球部員に
よる卓球教室を9月18日にト
レーニングセンターで開催し
た。

第2回青谷オープン卓球大会を
11月12日・13日、トレーニング
センターで開催した。昨年より
参加チーム数も増え、また、大
会の存在も県内外に広まりつ
つある。

「日中韓高校生国際交流事業」
を9/13～15に青谷高等学校ほ
かで実施し、中国、韓国の高校
生と青谷高校生が交流した。

500

813

500

576

達成 継続

「青谷高等学校のあり方を考え
る協議会」に代わる新たな組織
「青谷高等学校活性化を支援
する会」」を立ち上げ、地域との
連携を強化し、魅力アップを目
指した。

3回目となる、高校卓球部員に
よる卓球教室を8月27日トレー
ニングセンターで開催した

第3回青谷オープン卓球大会を
11/18・19に開催。県中体連を
あげて大会参加協力があるな
ど、大会の存在も県内外に広
まってきた。。

韓国居昌中央高等学校との相
互交流等による学校間交流を
実施。（青谷高校事業・予算）

500

0

500

0

達成 継続

74,571 36,743 達成 継続

①地域コミュニティの
増進、活力のあるまち
づくり

①青谷地区を中心と
したコンパクトなまち
づくりを進め、憩いや
賑わいの空間を創出
する。

②全体的に人口が減
少し高齢化が進む状
況の中、各地区公民
館は地区の特性を活
かした事業に取り組
んでいく。

③青谷高等学校は、
特色のある取り組み
や地域との繋がり強
化に取り組む。

地域生活拠点の整備

【生活基盤の充実】
【工業の振興】

・青谷賑わいの場整備工
事
・青谷憩いの場設計業務

・福井田川親水護岸設計
業務
・旧中央公民館解体設計
業務

・福井田川親水護岸整備工事
・中央公民館解体工事等
・排水ポンプ設計業務
・青谷駅前広場設計業務

57,332 55,305 達成

２８年度 ２９年度

継続

・青谷中央広場（仮称）整備事
業（旧青谷中央公民館（講堂）
解体工事）
・ＪＲ青谷駅前広場整備事業
（工事）
・ＪＲ青谷駅前バス待合所整備
事業（設計業務）
・排水ポンプ増設事業（用地買
収）

２７年度

項目名 事業概要
目標

【基本計画・施策】

推進期間
２６年度
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青谷町総合支所　「鳥取市新市域振興ビジョン」推進計画　進捗チェック状況

短期 中期 長期

～２９年度 ～３１年度 ～３５年度 実施内容
予算額
（千円）

決算額
（千円）

目標
達成度

事業の
方向性 実施内容

予算額
（千円）

決算額
（千円）

目標
達成度

事業の
方向性 実施内容

予算額
（千円）

決算額
（予定）
（千円）

目標
達成度

事業の
方向性 実施内容

予算額
（千円）

決算額
（千円）

目標
達成度

事業の
方向性

２８年度 ２９年度２７年度

項目名 事業概要
目標

【基本計画・施策】

推進期間
２６年度

○地場産業の現状把握 ○地場産業の現状把握

○特産品の販路拡大 ○特産品の販路拡大

○担い手育成と後継者
の確保

○担い手育成と後継者
の確保

○担い手育成と後継者
の確保

就農舎を中心とした担い手育
成
・現在、研修生２人、就農につ
いて関係機関の協力で育成指
導中

　 　 達成 継続

就農舎を中心とした担い手育
成
研修生2名が就農の研修中。30
年度経営継承で就農予定、関
係機関の協力で育成指導中。

　 　 達成 継続

○夏泊朝市の実施・地
域の活性化・交流人口
の拡大

○夏泊朝市の実施・地
域の活性化・交流人口
の拡大

○夏泊朝市の実施・地
域の活性化・交流人口
の拡大

夏泊朝市の実施・地域の
活性化・交流人口の拡大

194 194 達成 継続
漁村地域交流人口の拡大
・PR活動
・開催日数の増加

200 200 達成 継続

夏泊定置網朝市のＰＲ
・あおいちなどの町内各イベン
トに参加し夏泊定置をPR
・地元住民のＳＮＳ発信支援
・地区公民館料理教室に参加し
魚食普及促進（1月）

夏泊定置で水揚される鮮魚を
利用して加工販売する第6次産
業化の検討
・9/27 先進地視察（赤崎漁協）

　 　 達成 継続
夏泊定置網朝市の継続実施及
びあおいちや各地区イベントへ
の参加でＰＲ活動を実施する。

　 達成 継続

○ジオ関連ガイドの養
成

○ガイド団体の設立

○ガイド団体が中心と
なって、青谷町内のジオ
サイトや歴史文化を案
内できるガイドの養成を
図る。
○観光ガイド体制の確
立及び観光ガイドコース
の設定

○ガイド団体が中心と
なって、青谷町内のジオ
サイトや歴史文化を案
内できるガイドの養成を
図る。
○観光ガイド体制の確
立及び観光ガイドコース
の設定

H28.3 青谷町ガイドネット
ワーク設立

　 　 達成 継続

青谷町ガイドネットワーク
・例会の開催
・11/27青谷地域「魅力・輝き」」
発見発掘ツアーを実施した
・9/17勝部地区モニターツアー
に協力した。

90 90 達成 継続

青谷町ガイドネットワーク
・例会の開催により情報共有を
図った。
・青谷町ガイドマップの作製
・2/17青谷地域「魅力・輝き」」
発見発掘ツアーを実施予定

90 44
達成

見込み
継続

○青谷上寺地遺跡保存
管理計画・整備活用基
本計画に基づいた整備

○青谷上寺地遺跡保存
管理計画・整備活用基
本計画に基づいた整備
○青谷上寺地史跡公園
の運営協力団体の育成

○青谷上寺地遺跡保存
管理計画・整備活用基
本計画に基づいた整備
○青谷上寺地史跡公園
の運営協力団体の設立

青谷上寺地遺跡史跡保存
活用協議会の支援

2,000 1,662 達成 継続 青谷上寺地遺跡史跡保存
活用協議会の支援

2,000 1,997 達成 継続 青谷上寺地遺跡史跡保存活用
協議会の支援

2,000 1,887 達成 継続 青谷上寺地遺跡史跡保存活用
協議会の支援

2,000 1,800 達成 継続

ＪＲ青谷駅前整備に合わせ、観
光案内板等の設置を検討す
る。

継続
ＪＲ青谷駅前整備に合わせ、観
光案内板等の設置を検討す
る。

継続

青谷再発見ツアーを実施した
（5/24）
こばしまウォークを実施した
（11/3）

7 0 達成 継続

・青谷再発見ツアー　5/16実施
（18人参加）
・こばしまウォーキング　11/3実
施（99人参加）

7 0 達成 縮小

○情報板等の検討・整
備
○地域の歴史認識、地
域への愛着を深めるた
めの修景の検討・整備

○地域の歴史認識、地
域への愛着を深めるた
めの修景の検討・整備

市民活動を通し特産物の販売
及びふるさと納税商品などへ販
路拡大をＰＲ

・8/26池田市民カーニバル
（農業公社、支所）
・11/18～19池田市農業祭
（公社、農業者、支所）
・池田市ふるさと納税の謝礼品
に利用
・池田ダイハツ工業生活協同組
合との特産物販売

継続

生産品目・出荷量調査
・農産物・加工品等
・因州和紙
農業公社を中心とした市
場調査と販売網の拡充
・都市交流（池田市）
・ふるさと納税
JA農業施策
担い手育成と後継者の確
保

　 　 達成 継続

市民活動を通し特産物の販売
及びふるさと納税商品などへ販
路拡大をＰＲ
・8/2 池田市表敬訪問　（農業
公社、農業者、支所）
・8/27池田市民カーニバル
（農業公社、支所）
・11/19～20池田市農業祭
（公社、農業者など計6名）

　 　 達成 継続 　 　 達成 継続

②地域資源の有効活
用による、魅力あるま

ちづくり

歴史的資源・自然的
資源・農産物を含む
地場産業・文化的資
源などを道の駅を核と
して有効活用した取り
組みを進めることが、
中山間地域対策に重
要であり、住民が誇れ
るまち・魅力あるまち
をめざし交流人口の
拡大を図る。

地場産業の育成

【農林水産業の振興】

生産品目・出荷量調査
・農産物・加工品等
・因州和紙
農業公社を中心とした市
場調査と販売網の拡充
・都市交流（池田市）
・ふるさと納税
JA農業施策
担い手育成と後継者の確
保

　 　 達成

歴史的資源等を磨き
上げ交流人口を増加

【 文 化 財 の 整備 ・ 保
存・活用】

【滞在型観光の推進】
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青谷町総合支所　「鳥取市新市域振興ビジョン」推進計画　進捗チェック状況

短期 中期 長期

～２９年度 ～３１年度 ～３５年度 実施内容
予算額
（千円）

決算額
（千円）

目標
達成度

事業の
方向性 実施内容

予算額
（千円）

決算額
（千円）

目標
達成度

事業の
方向性 実施内容

予算額
（千円）

決算額
（予定）
（千円）

目標
達成度

事業の
方向性 実施内容

予算額
（千円）

決算額
（千円）

目標
達成度

事業の
方向性

２８年度 ２９年度２７年度

項目名 事業概要
目標

【基本計画・施策】

推進期間
２６年度

自主防災組織の充実
と連携

【地域防災力の向上】

○自主防災組織の体制
整備・連携

○自主防災組織の体制
整備。
○自主防災組織訓練の
高度化の検討

○自主防災組織の体制
整備。
○自主防災組織訓練の
高度化

市補助事業の活用
防災資機材整備補助金
（Ｈ28まで）　6自主防災会
実施

500 335 達成 継続

市補助事業の活用
防災資機材整備補助金
（Ｈ28まで）　11自主防災
会実施

500 417 達成 継続
市補助事業の活用
防災資機材整備補助金（Ｈ28ま
で）　12自主防災会実施

500 585 達成 継続

市補助事業延長（Ｈ29まで）
防災資機材整備補助金
3自主防災会実施
（未実施10）

650 298 達成 廃止

避難行動要支援者支
援制度への登録啓発
（新規登録、追加登録
の促進）

【地域包括ケアの推
進】

○制度の啓発及び地域
との連携

○制度の啓発と本事業
における地域の役割に
ついて地域の理解を深
める。

○制度の啓発と本事業
における地域の役割に
ついて地域の理解を深
める。

未取組地区の解消（日置
谷、中郷）

地区からの要望により説
明会を開催

達成 継続

・区長文書を通して区及び
住民に対して登録啓発を
実施。

達成 継続

・各地区区長会での制度説明と
取り組みを依頼。

・民生委員へ制度説明と担当
地区への啓発を依頼。

達成 継続

・青谷町自治連合会研修会・地
区座談会で制度説明と登録依
頼を実施。

・民生委員へ制度説明と担当
地区への啓発を依頼。

達成 継続

ひとり暮らしの高齢者
世帯へ「安心ホットラ
イン」設置啓発

○地域と連携しつつ、避
難行動要支援制度と合
わせて本事業の周知を
図る。

○地域と連携しつつ、避
難行動要支援制度と合
わせて本事業の周知を
図る。

○地域と連携しつつ、避
難行動要支援制度と合
わせて本事業の周知を
図る。

事業の啓発（広報及び説
明会の開催）

達成 継続
・青谷町自治連合会研修
会で事業説明を行った。 達成 継続

・青谷町自治連合会研修会で
制度の説明を実施。

・民生委員へ制度説明と担当
地区への啓発を依頼。

達成 継続

・青谷町自治連合会研修会・地
区座談会で制度の説明を実
施。

・民生委員へ制度説明と担当
地区への啓発を依頼。

達成 継続

高齢者・障がい者等
を地域で見守り支え
合うネットワークづくり

○青谷町住民の健康・
福祉の現状を地域住民
へ伝える。

○青谷町住民の健康・
福祉の現状について、
地域住民の理解を深
め、改善のための気づ
きを促す。

○青谷町住民の健康・
福祉の充実のために、
地域住民と協働してでき
ることを話し合う。

・各地区において健康教育を実
施。青谷地域振興会議におい
ても高齢者の健康に関する現
状を報告した。
・地区訪問や民生委員や福祉
事業所等との連携や継続した
関わりの実践

達成 継続

③安心・安全なまちづ
くり

各集落の自助・共助
による推進で「地域を
自ら守る」取り組みを

図る。
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青谷町総合支所　「鳥取市新市域振興ビジョン」推進計画　進捗チェック状況

地域活性化イベントの
再構築

地域コミュニティの充
実

　【協働のまちづくりの
推進】

①「卓球のまち青谷」
の復活
②国際交流事業の継
続・拡大
③保育所、小中高と
の連携強化

【教育の充実・郷土愛
の醸成】
【スポーツ・レクリエー
ションの振興】

①地域コミュニティの
増進、活力のあるまち
づくり

①青谷地区を中心と
したコンパクトなまち
づくりを進め、憩いや
賑わいの空間を創出
する。

②全体的に人口が減
少し高齢化が進む状
況の中、各地区公民
館は地区の特性を活
かした事業に取り組
んでいく。

③青谷高等学校は、
特色のある取り組み
や地域との繋がり強
化に取り組む。

地域生活拠点の整備

【生活基盤の充実】
【工業の振興】

項目名 事業概要
目標

【基本計画・施策】

成果（何をどれだけ） 次年度以降への課題・方向性 実施内容
予算額
（千円）

決算額
（千円）

目標
達成度

事業の
方向性 実施内容

予算額
（千円）

決算額
（千円）

目標
達成度

事業の
方向性

広場測量設計を完了。
旧公民館及び講堂の解体撤去を完了。

公園又は、コミュニティ広場として利用するの
か検討が必要。
広場の維持管理について検討する必要あり。

・青谷中央広場整備事業実施 　3,700㎡
・福井田川親水護岸整備事業　L=100ｍ
・東町排水ポンプ1基増設・水路整備 次年度に繰越

達成 継続
・東町排水ポンプ1基増設・水路整備　実施中
・維持管理

R 元 年 度 で
整備完了予
定

都市企画課
青谷町総合支
所

・広場測量設計業務を完了。
・バス待合所建築設計を完了。
・駐在所の解体撤去を完了。

バス待合所の有効的な活用を検討する必要が
ある。

・ＪＲ青谷駅前広場整備事業 1期工事 実施済み　　1400㎡
・ＪＲ青谷駅前バス待合所整備事業工事中 次年度に繰越 達成 継続

・ＪＲ青谷駅前広場整備事業 2期工事実施中
・ＪＲ青谷駅前バス待合所整備事業 5月13日工事完了。56㎡
　6月から供用開始。
・維持管理委託契約済

R 元 年 度 で
整備完了予
定

都市企画課
青谷町総合支
所

西部地域三町で候補地をピックアップし、工業
団地造成における諸課題に対する関係課の意
見聴取を行いながら、候補地を検討している。
企業立地・支援課と連携し、企業誘致に努め
ている。

西部三町で工業団地設置における諸課題を検
討し、候補地の検討に努める。

工業団地設置における諸課題や候補地の検討 - - 未達 継続 工業団地設置における諸課題や候補地の検討 - -

企業立地・支援
課
青谷町総合支
所

因州和紙フェスタ＆ひおき収穫祭
・和紙イベントをとおして因州和紙をＰＲし、地
区住民あげての日置地区の農産物販売や食
のバザー等で和紙産地の魅力を発信した。

青谷ようこそ市場
・青谷ようこそ市場は、支所が事務局となって
おり、参加団体の認識が低かったが、Ｈ２９年
度より各回の担当団体を決め、自主性を高め
る試みを実施。一定の効果があったと判断。
・１年目のＨ２８年度より２年目のＨ２９年度は
来場者増。

因州和紙フェスタ＆ひおき収穫祭
・因州和紙は、地域の地場産業であるととも
に、鳥取県を代表する伝統工芸品であること
から、いかにその魅力を発信し、集客するか、
企画内容、ＰＲ方法を検討する必要あり。

青谷ようこそ市場
・イベント客は、町内者が占める割合が多く、
町外からの集客を促す工夫が必要。
・将来的には、一定規模の自主財源を確保す
る工夫も必要と考える。
・支所に代わり、中心的役割を果たす自主団
体の育成を図りたい。

伝統産業である因州和紙の産地強化と青谷町の賑わい創
出を目的としたイベントを開催

因州和紙フェスタ＆ひおき収穫祭を開催　11/11 来場者
1,000人
　

・青谷ようこそ市場を開催。
6/3　ようこそ館前広場　800人
7/1　夏泊漁港　　　　　1,000人
8/5　かちべ伝承館（伝承館祭りと共催）800人
9/2　青谷町総合支所周辺（青谷上寺地遺跡まつり1,000人
（※10/7は中止）
11/24 あおいちウォーキング「山陰道ウォーキング」開催
200人
12/15イルミネーション点灯式開催　500人

2,850 2,850 達成 継続

伝統産業である因州和紙の産地強化と青谷町の賑わい創
出を目的としたイベントを開催予定。

・因州和紙フェスタ＆ひおき収穫祭を開催。
11/17 来場者1,100人

・青谷ようこそ市場を６回開催。
6/2　青谷ようこそ館前広場　800人
7/7　夏泊漁港　1,200人
8/4　かちべ伝承館　1,000人
9/1　ようこそ広場　1,200人
10/6　青谷町総合支所　1,200人
12/15　青谷ようこそ館前広場

2,850
青谷町総合支
所

・新たな団体や地域づくりリーダーの育成に繋
がりがたかった。

・ふるさと元気塾に頼るばかりではなく地域の
元気を抄出するためには、地域での取り組み
が必要であるという意識をもつためのワーク
ショップ等の地道な取り組みが必要

・地域活性化推進事業、青谷地域にぎわい創出事業を通じ
て地域活動団体を支援
・Ｉｌｏｖｅあおや37メンバーズによる「イラストでまちおこしフォー
ラム」7/29
・とっとりふるさと元気塾「民泊に取組み地域を活性化」8/23
68人
・とっとりふるさと元気塾「防災と地域共生社会」1/27　34人

達成 継続

地域活性化推進事業：青谷地域にぎわい創出事業を通じて
地域活動団体を支援
輝く中山間地域創出事業：郷土にゆかりのあるイラストレー
ターを活かしてまちづくりを推進する取組を実施２年目
11/12　あおやガイドマップを製作（6,000部）
里山交流事業：日置谷幸せの里づくり協議会
岩倉地区と交流
5/21　白ネギ定植、10/27　岩倉地区文化祭、10/30　椎茸植
菌、11/10　日置谷地区文化祭

協働推進課
青谷町総合支
所
各地区まちづく
り協議会

①「卓球のまち青谷」の復活
　・卓球教室・青谷オープン卓球などを通して
一定の成果があったものと考える。

②国際交流事業
　・交流先の自治体の考えにも影響され、中国
太倉市との交流は縮小状況。
　・青谷高等学校も交流先を韓国居昌中央高
等学校と限定し、国際交流事業は縮小傾向。

③保育園、小中高との連携強化
　・地域創造学校等の取り組みで保育園、小
中の連携が図られた。
　・青谷高等学校の活性化を支援する会が平
成29年度結成されたことにより今後の地域と
の連携が期待できる。

①「卓球のまち青谷」の復活
　・今後も事業継続するが、住民への啓発を模
索する。

②国際交流事業
　・合併後、取り巻く環境が変化し、状況に応じ
た取り組む方向性の検討を要する。

③保育園、小中高校との連携強化
　・連携は図られている。
　・青谷高等学校については、支援する会を通
じ、より地域と連携し、青谷高等学校の独自性
を高める取り組みに協力していく。

①「卓球のまち青谷」の復活
　・青谷高校卓球部員による第4回卓球教室は中止
　・第4回青谷オープン卓球を開催（11/10,11）
　　　　　　男子11チーム、女子9チーム参加

②国際交流事業
　・韓国居昌中央委高等学校と青谷高等学校との学校間交
流を実施。
　・国際交流協会による国際理解講座の実施

③保育園、小中高との連携強化
　・地域創造学校等の取り組み継続
　・青谷高等学校の活性化を支援する会の活動強化
　・青谷高等学校の青谷学への協力
　　　青谷学講師等の紹介
　　　青谷地域賑わい創出実行委員会と連携し、青谷学への
支援
　　　商工会地域活性化委員会と連携した青谷学ボランティ
ア用オリジナルＴシャツ作成
　

　

400 400

達成 継続

①「卓球のまち青谷」の復活
　・青谷高校卓球部員による第5回卓球教室
   9/28(土）開催　参加者77名
　・第5回青谷オープン卓球（11/9,10）を開催
　男子11チーム、女子9チーム参加

②国際交流事業
　・韓国居昌中央委高等学校と青谷高等学校との学校間交
流を実施。令和元年度は中止。
　・鳥取市国際国際交流協会解散（R1年4月）
　
③保育園、小中高との連携強化
　・地域創造学校等の取り組み継続
　・青谷高等学校の活性化を支援する会の活動強化
　・青谷地域賑わい創出実行委員会と連携し、青谷学、地域
課題研究の支援
　・青谷高校あおいちボランティア参加6回
（6/2,7/7,8/4,9/1,10/5,12/15）
　・地域課題研究「あおこうまるしぇ」10/29

400

青谷町総合支
所

短期（～２９年度）における総括 ３０年度 令和元年度

備考 担当課

93,200 53,456 80,917

4 / 6 ページ



青谷町総合支所　「鳥取市新市域振興ビジョン」推進計画　進捗チェック状況

項目名 事業概要
目標

【基本計画・施策】

②地域資源の有効活
用による、魅力あるま

ちづくり

歴史的資源・自然的
資源・農産物を含む
地場産業・文化的資
源などを道の駅を核と
して有効活用した取り
組みを進めることが、
中山間地域対策に重
要であり、住民が誇れ
るまち・魅力あるまち
をめざし交流人口の
拡大を図る。

地場産業の育成

【農林水産業の振興】

歴史的資源等を磨き
上げ交流人口を増加

【 文 化 財 の 整備 ・ 保
存・活用】

【滞在型観光の推進】

成果（何をどれだけ） 次年度以降への課題・方向性 実施内容
予算額
（千円）

決算額
（千円）

目標
達成度

事業の
方向性 実施内容

予算額
（千円）

決算額
（千円）

目標
達成度

事業の
方向性

短期（～２９年度）における総括 ３０年度 令和元年度

備考 担当課

就農舎を中心とした担い手育成。現在、研修
生2名が就農の研修中。H30年度に経営継承
で就農予定。就農について関係機関の協力に
より育成指導中。

担い手育成と後継者の確保
2名が就農の研修を終え、経営継承等で新規就農した。地域
おこし協力隊員1名がシイタケ生産の研修中。関係機関の協
力で育成指導を行っている。

4,442 4,431 達成 継続
地域おこし協力隊員1名がシイタケ生産の研修中、関係機関
の協力で育成指導を行っている。

4,283
R２年度まで
継続

林務水産課
農業振興課
農業委員会
青谷町総合支
所

例年に比べ時化等の影響もあり漁の回数は
減ったが昨年並みの実績はあった。

町内外の人への定置網漁及び朝市の認知度
を上げる必要がある。

夏泊朝市の開催とあおいちとの連携（7/1）
夏泊定置網教室の開催（7/1）

達成 継続
夏泊朝市の開催とあおいちとの連携（7/7）

夏泊定置網教室の開催（7/7）

林務水産課
青谷町総合支
所

・ガイド団体の設立はできた。 ・単発事業のみでなく、新規ガイド養成に繋げ
る必要がある。

青谷町ガイドネットワークがボランティアガイドとして活動中
達成

青谷上寺地ボランティア養成講座でガイドを養成。
ガイドネットワーク、観光コンベンション協会と連携してＧバス
を運行し、ガイド活動を促進。
9回実施（6/8,7/20,7/27,9/21,9/28,11/2,11/16,11/23）

鳥取砂丘・ジオ
パーク推進課
青谷町総合支
所

青谷上寺地遺跡保存活用協議会への支援が
主な活動であったが、活動内容がマンネリ化
し、参加者や協力者が増える状況ではなかっ
た。

史跡公園整備がＨ31年度から開始されるのあ
たり、既存団体の青谷上寺地遺跡を学ぶ会、
友の会以外の新たな協力者の参画を図る必
要がある。

○青谷上寺地遺跡管理事業

○青谷上寺地遺跡利活用推進事業
上寺地ものづくり講座（ガラス細工・木工教室）8/18 参加

者18名
ボランティア養成講座開催（12/22,1/26,2/16,3/16） 参加

者11名

5225

197

4330

81
達成 継続

○青谷上寺地遺跡管理事業
　・青谷上寺地遺跡史跡内除草委託
　・青谷上寺地遺跡保存活用協議会への支援

○青谷上寺地遺跡利活用推進事業
青谷上寺地遺跡ボランティア講座を実施。9回
（6/23,7/19,9/7,10/19,11/8,12/7,1/17,2/14,3/13）

3,280

342

文化財課
青谷町総合支
所

ＪＲ青谷駅前整備に合わせ、観光案内板等の
設置を検討した。

ＪＲ青谷駅前広場整備事業３０年度に伴い、Ｊ
Ｒ青谷駅前観光案内版の移設整備を行う。

ＪＲ青谷駅前観光案内版の撤去
未達 継続

バス待合併設観光案内所の利活用
ＪＲ青谷駅前観光案内版の移設整備（R1.10月完成）

こばしまウォーキングは、地域の歴史認識を深
めるというより、ウォーキングに重点を置いた
内容であり、近年のウォーキングブームもあり
参加者は多い。青谷町を知っていただく効果あ
りと判断している。再発見ツアーは、小学生の
参加者が大部分を占めている。

青谷再発見ツアーの内容の見直しを検討し、
町内ガイド養成を兼ねる内容としたい。

・こばしまウオーキング11/3の実施
「心やすらぐ田園コース」（日置谷地区内）参加者82人

・「北前船寄港地日本遺産認定記念」青谷ふるさと探訪
10/28実施　参加者17人

達成 継続 ・こばしまウオーキング10/27実施
  「青谷しおかぜコース」(青谷地区)　参加者59人

文化財課
青谷町総合支
所

市民活動を通し、特産物の販売及びふるさと
納税商品などへ販路拡大をＰＲ。
ダイハツ工業生活協同組合との特産物の販
売、取引を行った。

市民活動を通しさらなる特産物の販売及びふ
るさと納税商品などへ販路拡大をＰＲ。
ダイハツ工業生活協同組合との特産物の販
売、取引も引き続き行っていく。

市民活動を通し特産物の販売及びふるさと納税商品などへ
販路拡大をＰＲ
・池田市民カーニバル　（農業公社、支所）(8/25)
・池田市商業祭（公社、支所）（10/27,28）
・池田市農業祭(11/17,18)
　（公社、農業者）
・池田市ふるさと納税の謝礼品に利用
・池田ダイハツ工業生活協同組合への特産物販売

達成 継続

経済・雇用戦略
課
農業振興課
青谷町総合支
所

市民活動をとおし特産物の販売及び販路拡大をＰＲ
・池田市いらっしゃいフェスティバル　（青谷ようこそ館、支所）
（8/24）
・池田市商業祭（青谷ようこそ館、支所）（10/26,27）
・池田市農業祭
　（青谷ようこそ館、農業者、支所） （11/16,17）
・池田ダイハツ工業生活協同組合との特産物販売
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青谷町総合支所　「鳥取市新市域振興ビジョン」推進計画　進捗チェック状況

項目名 事業概要
目標

【基本計画・施策】

自主防災組織の充実
と連携

【地域防災力の向上】

避難行動要支援者支
援制度への登録啓発
（新規登録、追加登録
の促進）

【地域包括ケアの推
進】

ひとり暮らしの高齢者
世帯へ「安心ホットラ
イン」設置啓発

高齢者・障がい者等
を地域で見守り支え
合うネットワークづくり

③安心・安全なまちづ
くり

各集落の自助・共助
による推進で「地域を
自ら守る」取り組みを

図る。

成果（何をどれだけ） 次年度以降への課題・方向性 実施内容
予算額
（千円）

決算額
（千円）

目標
達成度

事業の
方向性 実施内容

予算額
（千円）

決算額
（千円）

目標
達成度

事業の
方向性

短期（～２９年度）における総括 ３０年度 令和元年度

備考 担当課

・自主防災組織の資機材整備補助事業を活用
して資機材の充実を図ることができた。

・訓練実施の自主防災組織数が増えた。

訓練を実施している自主防災組織は多いが、
ほぼ消火訓練であり、地震や水害の場合に対
応した訓練実施も図りたい。

・自主防災組織の訓練促進
・鳥取市自主防災会地域防災力強化補助金（3団体、205千
円）等の周知と利活用推進
・自主防災組織へ避難訓練内容例の提示及び派遣
・鳥取市防災訓練（青谷会場）9/1は中止

達成 継続

・自主防災組織の訓練促進
・鳥取市自主防災会地域防災力強化補助金等の周知と利活
用推進（11/21現在5団体）
・町内自主防災会長、区長を対象に研修会実施。

危機管理課
青谷町総合支
所

登録者数408名
この制度は共助があって効果を発するもので
あるが、制度内容が必ずしも理解されていな
い。制度内容の理解促進が急務。

制度内容の理解と登録の促進
・各地区座談会
・青谷町自治連合会研修会
・民生児童委員会
・いきいきサロン（２）

達成 継続

制度内容の理解と登録の促進
・各地区座談会（6～7月に実施）
・青谷町自治連合会研修会
・民生児童委員会
・いきいきサロン
・【新規】啓発チラシの作成・配付

危機管理課
地域福祉課
青谷町総合支
所

利用者数31名 制度について、幅広く周知する。
・青谷町自治連合会研修会で制度説明
・民生委員へ制度説明と担当地区への啓発依頼
・各地区座談会で制度周知

達成 継続
・青谷町自治連合会研修会で制度説明
・民生委員へ制度説明と担当地区へ啓発依頼
・各地区座談会（6～7月に実施）で制度周知

危機管理課
長寿社会課
青谷町総合支
所

・健康教育(グループワーク含む）【６回】を実施
し、健康に対する意識づくりを図ることができ
た。
・青谷地域振興会議においても、青谷地域の
現状を共有し、地域支援の必要性について感
じてもらえた。

・様々な機会を捉えて、ネットワーク構築のた
めの土壌づくりを促進していく。

・ネットワーク構築の土壌づくりとして、健康教育等を実施
（青谷地域振興会議委員対象（１）、地区の高齢者対象（４）、
青谷小学校全児童・教師対象（１）、すくすく保育園園児保護
者対象（１））
・民生委員や福祉事業所等との連携強化

達成 継続

・引き続き、ネットワーク構築の土壌づくりとして健康教育等
を実施
（新規事業）：出前ほっとカフェin青谷の開催（9/1）、中学校
生徒保護者を対象とした機会の創出（6/15）など）
・民生委員や福祉事業所等との連携強化（今年度新たに精
神障がい者や引きこもりの方等の居場所づくり、子育て中の
母親の居場所づくりの検討等を進める中で連携強化）

青谷町総合支
所
西地域包括支
援センター

記載
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